
本計画はこども並びに子育て当事者を対象とします。こどもに一定の年齢上限は定めず、

小牧市に住むすべての人のために計画をつくります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こども基本法」に基づく「こども大綱」が目指す“こどもまんなか社会”の実現を目

指し、小牧市に住むすべてのこども・若者が身体的・精神的・社会的に将来にわたって幸

せな状態（ウェルビーイング）で生活を送ることができるまちをつくる計画です。 

小牧市では、地域全体でこどもや子育て家庭への理解を深め、安全で安心して子育てで

きる環境を整えるとともに、こどもとおとなが一緒に元気になれるまちを目指します。 

 小牧市こども計画とは？ 

 計画の対象は？ 

令和７年３月 

愛知県 小牧市 

資料４



計画の位置づけと期間 

本計画は、こども基本法に定める「市町村こども計画」として位置づけ、こども・若者への総

合的な支援策を包含しています。 

また、子ども・子育て支援法に定める「市町村子ども・子育て支援事業計画」、次世代育成支

援対策推進法に定める「市町村行動計画」、子ども・若者育成支援推進法に定める「市町村子ど

も・若者計画」、こどもの貧困の解消に向けた対策の推進に関する法律に定める「こどもの貧困

の解消に向けた対策についての計画」を含めます。 

 

本計画の期間は、令和７年度から令和 11年度までの５か年とします。 

令和 
２年度 

令和 
３年度 

令和 
４年度 

令和 
５年度 

令和 
６年度 

令和 
７年度 

令和 
８年度 

令和 
９年度 

令和 
10 年度 

令和 
11 年度 

          

 
 

計画の基本理念と目指すビジョン 

 

 

 

 

 

 

  

 

みんなでつながり・支え合い こどもの笑顔があふれる未来 

こども夢・チャレンジ No.1 都市 こまき 

基本理念  

こどもや保護者が身を置くこ

とのできる居場所、精神的なよ

りどころとなる心の居場所、世

帯の孤立等を防止することがで

きる居場所の確立のため、保育

園や小学校、児童館などを活用

してこどもの居場所となる活動

場所をつくり、こどもの自主的

な遊びや学習を通してこどもの

育ちを支援します。 

こどもの居場所をつくろう 

こどもを中心に世代を越え

て、市民がつながり、支え合う、

住みよいまちを目指す「こども

夢・チャレンジ No.1都市」の実

現のために、こどもの夢や未来

への挑戦をまち全体で支援して

いくためのあらゆる取組の推進

に努めます。 

ビジョン 

1 

こどもの将来がその生まれ育

った環境において左右された

り、教育の機会が失われたりす

ることのないよう、こどもの貧

困対策を総合的、効果的に推進

するため、各種取組を横断的に

推進します。 

こどもの夢・未来をそだてよう こどもの貧困をなくそう 

第２期小牧市子ども・子育て支援事業計画  小牧市こども計画 

【目指すビジョン】 

ビジョン 

2 
ビジョン 

3 



計画の基本目標と施策の体系 

計画の基本理念を実現するためには、計画の体系に基づき位置づけられたそれぞれの取組を

推進していくことはもちろんのこと、こども・子育てに関わるすべての人が連携し、世代や立

場を越えて取組を推進していくためのビジョンをもとに、各施策の「現状と課題」から導かれ

た「施策の方向性」や「具体的な取組」を体系化し、７つの『基本目標』を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

こどもの 
夢・未来を 
そだてよう 

こどもの 
居場所を 
つくろう 

こどもの 
貧困を 
なくそう 

こども・若者の権利を
保障します 

（１）こども・若者の権利を守る環境づくり 

（１）こどもの夢・チャレンジの応援 

（２）地域での交流の場の充実 

（３）こども・若者の居場所づくり 

地域の子育て・子育ち
を支援します 

子育て家庭を支援します 

（１）子育てと仕事の両立支援の充実 

（２）相談と情報提供の充実 

（３）経済的支援策の充実 

幼児教育・保育サービス
を充実します 

（１）安全・安心な保育環境の整備 

（２）多様な幼児教育・保育ニーズに応える支援の推進 

親子が心身健やかに育み
合うことを支援します 

（１）妊娠・出産期の支援の充実 

（２）産後の支援の充実 

若い世代を支援します 

（１）就労支援、雇用と経済的基盤安定への支援 

（２）結婚を希望する人への支援 

（３）こども・若者の心身の健やかな成長の支援 

配慮を必要とするこど
も・若者・家庭を支援し
ます 

（１）ひとり親家庭の自立支援の推進 

（２）児童虐待防止対策の充実 

（３）障がい児、医療的ケア児施策の充実 

（４）こどもの貧困対策の充実 

ビジョン 

1 
ビジョン 

2 
ビジョン 

3 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

基本目標  

（５）外国人など配慮が必要な家庭への支援の充実 



こども・若者等の意見と小牧市の取組 

「こどもまんなか社会」の実現に向け、こどもや若者の意見を取り入れ、施策に取り組みます。 

 

 

           

１ 
こども・若者の居場所づくりを支援します！ 

【児童館事業】 

こどもを中心とした地域住民交流の拠点として、居

心地のよい場を提供し、地域の大人がこどもを見守

る仕組みをつくります。 

【中高生の居場所づくり】 

放課後等に気軽に立ち寄り、自由な

時間を安心して過ごすことのできる

居場所をつくります。 

取
組 

結婚を希望する人を支援します！ 

貧困対策や外国人など配慮が必要な人を支援します！ 

【結婚支援事業】 

出会いの機会づくりを目的としたイベント開催や結

婚に対する悩みなどが相談できる体制を整えます。

また、ライフイベントについて考えるセミナー等を

開催します。 

【結婚新生活支援補助金の交付】 

結婚に向けた準備に経済的な不安を抱える若年世代

に対して、一定の所得以下の新婚世帯を対象に引っ

越し費用や家賃の一部を支給します。 

【学習支援事業駒来塾】 

家庭環境により家で学習する機会がない、経済的理由により

学習塾に通えないなど、学習意欲があっても学力の定着が進

んでいない中学生を対象に学習支援活動を行います。 

【日本語初期教室の実施・整備】 

日本語教育が必要な児童生徒を対象に、必要な日本

語の学習や日本の学校生活への適応指導を約３か月

間集中して行います。 

２ 

３ 

こまきこども未来館みたいな場所

がもっと欲しい!!（無料で遊びま

われる所） 

＜子育て世帯ワークショップより＞ 

「いろんな人と出会える、友人と

一緒に過ごせる」場所や「一人で

過ごせたり、何もせずのんびりで

きる」場所があれば行ってみたい。

＜外国にルーツをもつこどもへのイ

ンタビューより＞ 

結婚していない理由の上位は、

「結婚するには、まだ早いと思

っているから」「結婚しなくても

不便を感じない」「独身の自由さ

や気楽さを失いたくないから」

＜アンケートより＞ 

結婚や出産に対しお祝い金を

出す。＜アンケートより＞ 
ｚ 

取
組 

市の施策として、外国人

のこどもへの学校生活に

おける支援を期待する。

＜アンケートより＞ 

親の所得に関係なく、こ

どもがやりたいことを平

等にできるようにする。

＜アンケートより＞ 取
組 
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